
 

置
賜
地
方
に
は
「
む
く
り
ぶ
な
」
と
い
う
鮒
（
フ
ナ
）
を

使
っ
た
郷
土
料
理
が
あ
る
。
鮒
を
背
開
き
、
焼
い
た
も
の
を

素
揚
げ
し
て
、
甘
辛
い
タ
レ
で
味
付
け
す
る
。 

そ
の
歴
史
は
長
く
、
冬
場
の
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し

て
、
か
の
米
沢
藩
主
九
代
目
上
杉
鷹
山
が
奨
励
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
か
つ
て
は
、
家
庭
で
も
よ
く
作
ら
れ
て
い
た
が
、

作
り
手
が
少
な
く
な
り
、
近
年
で
は
冬
に
出
回
る
希
少
品
に

な
っ
て
い
る
。 

そ
の
「
む
く
り
ぶ
な
」
を
特
産
品
に
し
て
、
地
元
を
元
気

に
し
よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
川
西
町
玉
庭
地

区
に
あ
る
。
玉
庭
水
田
養
魚
研
究
会
代
表
鈴
木
孝
幸
さ
ん
、

玉
庭
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
加
工
部
代
表
鈴
木
さ
く
さ
ん

を
中
心
に
、
鮒
の
養
殖
か
ら
加
工
販
売
ま
で
取
り
組
ん
で
い

る
。 玉

庭
の
む
く
り
ぶ
な
の
特
徴
は
、
清
ら
か
な
水
と
豊
か
な

自
然
の
中
で
育
っ
た
体
長
十
セ
ン
チ
程
の
鮒
を
使
用
す
る
。

ま
た
、
二
度
揚
げ
す
る
た
め
骨
ま
で
サ
ク
サ
ク
と
食
べ
ら

れ
、
川
魚
独
特
の
に
お
い
も
な
い
。 

ふ
る
里
へ
の
愛
情
と
元
気
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
至
高

の
一
品
を
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

ふるさとの愛・元気がいっぱい詰まってます 

香ばしくてサクサク 

むむくくりりぶぶなな  

川西町 

玉  庭 

 

  

★ 
ココッ！  

１６



 

玉庭農産物加工センターへのお問い合わせは、玉庭地区交流センター四方山館 ☎ 0238-48-2130 まで

 

【 販 売 先 】 
『玉庭農産物加工センター』    
『玉庭地区交流センター四方山館』 
『浴浴センターまどか』（川西町）  
『米織観光センター』（高畠町） 
     

     ※販売価格については、各販売先に 
      お問い合わせください。 
      

玉庭のむくりぶなをたくさんの方

に 食べてもらいたい！と｢玉庭農産

物加工センター｣の加工部メンバー４

名によって、毎年 11 月中旬から２月

上旬まで加工販売が行われている。 

１７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とは、「めくる」が置賜弁で「むくる」と

なまったのが語源とされている。鮒の背を開くことから「開

運」、縁起が良いとされ、お祝いの席や正月のおせち料理の

一品として食べられている。 

こどもから大人まで食べられる昔懐かしい味。ぜひ一度堪

能してみてはいかがだろうか。幸運が舞い訪れるかも！！ 

むむくくりり  

１３４ ５ ６ 

鮒
の
背
中
に
包
丁
を
入
れ
る 

内
臓
を
取
り
除
き
、
洗
う 

網
に
の
せ
て
焼
く 

焼
き
上
げ
た
鮒
を
冷
凍
し
て 

高
温(

一
七
〇
度)

の
油
で 

ね
か
せ
る 

二
度
揚
げ
す
る 

甘
辛
い
タ
レ
に
鮒
を
か
ら
め

２
甘じょっぱい！！ 

サクサクッ！！ 

お酒の肴にも Good！！ 

で
き
あ
が
り 

を呼び込む郷土料理


